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地域との協働による高等学校教育改革推進事業構想調書 

 

１ 研究開発構想名 

離島発 「グローカル人材」を育成するための「地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメント」

の探究 

 

 

２ 研究開発の目的・目標 

（１）目的 

 隠岐島前地域（西ノ島町、知夫村、海士町）に位置する本校がその特色を活かしながら目指すグロ

ーバル人材像は、「地球的視野で考えながら、足元から実践していける人材」であり、同時に「ふる

さとや地域を想いながら、世界中で実践者として活躍できる人材」である。 

 本校ではこれを「グローカル人材」と定義し、グローバルセンスとローカルセンスの両方を持ち合

わせた実践者として、地域そして世界の人々から「求められる人材、愛される人材」を育成すること

が本校の使命であると考えた。 

 本事業構想の第一の目的は、地域との協働により「地域・社会に開かれたカリキュラム」をつくる

ことである。これまでも地域の諸課題をテーマとする「地域課題解決型探究学習」を実施し、シンガ

ポールでの海外研修で成果発表をしてきた。今回はそういった探究学習と各教科をつなぎ、教育内容

を相互の関係で捉える「地域未来探究」を構築する。 

第二の目的は、チーム学校を超えたチーム地域で「地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメ

ント」に挑むことである。開かれたカリキュラムに必要な人的・物的リソースを、地域内外の叡智を

結集して効果的に組み合わせながら活用できる体制を構築する。 

 

（２）達成目標 

 本事業構想終了時までに、達成目標として次の定量的目標と定性的目標を達成する。 

  ①定量的目標 

本校が目指すグローカル人材に必要な力は「主体性」「協働性」「探究性」「社会性」の４つ

の資質・能力である。卒業までに４つの資質・能力にどのような変化があるか、生徒の「自己能

力認識」および「行動実績」を定量的に調査する。 

具体的には 80項目のアンケート調査を実施し、「主体性」「協働性」「探究性」「社会性」

の「自己能力認識」で肯定的意見が 70％以上となるよう、「行動実績」では肯定的意見が 80％

以上となるよう数値目標を設定する。 

また、生徒が育つ環境を「安心・安全の土壌」「多様性の土壌」「対話の土壌」「開かれた土
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壌」と定義し、生徒および大人（コンソーシアム構成員および本校教職員）にアンケート調査を

実施する。具体的には、各土壌における生徒の肯定的意見が 80％以上となるよう、そして大人

の肯定的意見が 70％以上となるよう数値目標を設定する。そして、上記調査結果を基に地域と

の協働のあり方の検討や各教科の授業改善に役立てていく。 

  ②定性的目標 

生徒たちがチームで取り組む「地域課題解決型探究学習」において、生徒たちが考案し実践し

た内容が、実際に町役場をはじめとする現場で採用され、地域課題解決や地方創生のアイデアと

して活用されることが望ましい。そのためには、生徒たち自身がチームで「気づく」→「考える」

→「話し合う」→「実践する（巻き込む）」→「振り返る」→「（再び）気づく」というサイク

ルを何度も周回する必要がある。このサイクル自体の習得を目標としつつ、探究学習終了後に自

らの言葉で探究学習の過程やサイクルについて語れることを目標とする。 

サイクル周回の過程で教員側に求められることは、失敗への許容である。失敗をしないよう手

助けをするのではなく、挑戦を奨励し、失敗を歓迎し、それでも生徒たちが安心・安全の場で「主

体性」「協働性」「探究性」「社会性」の４つの資質・能力を存分に発揮できる環境を構築する

ことを目標とする。 

 

 

３ 研究開発の概要 

（１）研究開発の概要 

 これまで本校が実施してきた生徒らがチームで挑む「地域課題解決型探究学習」およびシンガポー

ル海外研修での成果発表は継続して実施する。今回の研究開発では、そういった探究学習のプロセス

と各教科をつなぎ、教育内容を相互の関係性で捉える「地域未来探究」を構築する。「地域未来探究」

では、探究学習に合わせて各教科で島前地域とシンガポールとの比較研究を行うことなどを想定す

る。これまでも英語科のパフォーマンステストとシンガポールでの最終発表スライドを連携させる

などしてきたが、これを数学や地歴・公民等の複数教科で展開する。そのために必要なリソースを地

域内外の叡智を結集して構築する「地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメント」に挑戦する。 

 

（２）地域との協働により実施する学習内容と教科・科目における位置付け、相互の関係 

教科・科目としては、１年次には「夢探究Ⅰ」を、２年次には「夢探究Ⅱ」を、３年次には「夢探

究Ⅲ」、「地域地球学」等の、総合的な探究の時間および学校設定科目を活用して実施する。１年次

にはインターンシップも実施する。また、「地域課題解決型探究学習」における導入やメンター役は

地域の方々の協力を得ながら実施する。 

シンガポール海外研修に向けて、すべての教科で「地域未来探究」として、隠岐島前地域とシンガ

ポールの比較研究等を行う。こうした高校生の経験や学びを地域に循環させるため、地元小中学校と

の交流事業も「地域未来探究」と称して高校生との交流機会を設ける。 
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（３）他校や他地域への事業成果の普及方策 

これまで本校独自で実施してきた「地域・社会に開かれた探究学習成果発表会」は引き続き実施す

る。また、日常的な探究学習の取組や教科学習との連携は、広くウェブサイト等で周知する。毎年 100

名近い視察者が訪れる本校の特徴を活かして、視察者に対しても事業成果を広く周知する。 

また、連携を念頭に置く地元三町村の小中学校との交流や、包括連携協定校である島根県立大学で

の大学生との交流等も検討する。また、探究学習における教職員の伴走を探究するため、「伴走者フ

ォーラム」を実施する。 

 

 

４ 研究開発の仮説および期待される効果 

 「地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメント」の実現に向けて必要なのは、研究開発の概

要でも記載した通り、各教科と探究学習のプロセスをつなぎ、教育内容を相互の関係性で捉えること

である。「地域課題解決型探究学習」に取り組む中でも、探究学習と教科学習を別のものと分断して

捉えている生徒もおり、カリキュラム・マネジメントにはまだまだ課題がある。これまで取り組んで

きた「地域課題解決型探究学習」は、他校に情報提供できるレベルに到達しつつあるが、教科学習と

つなげて捉えるレベルには到達していない。生徒たちにはつながりを意識させることで、教室で学ぶ

ことと地域活動で体験的に学ぶことの関連性を見出すなど「つなげて考える力・行動する力」を養う

ことができる。 

 

 

５ 研究開発の実施体制 

（１）管理機関の実施体制 

 第一に、「県立高校魅力化ビジョン」において、魅力ある高校づくりに学校と地域の協働体制

（高校魅力化コンソーシアム）を全ての高校に構築することとしており、コンソーシアムおよび隠

岐島前高校の運営に対する伴走者（管理機関の担当スタッフ）を配置するほか、コンソーシアム運

営や教員の育成に係る研修等により取組を支援する。 

第二に、運営指導委員会の開催により取組の指導・助言を行うとともに、事業の進捗管理を行う。 

第三に、コンソーシアム運営支援事業（県単独事業）等による財政支援（申請に基づき最大 760万

円/校）を行う。 

 

（２）運営指導委員会の構成 

 運営指導委員会は、スーパーグローバルハイスクール事業の運営指導委員からの流れを汲みなが

ら、下記のメンバーで構成する。 
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氏名 所属・職 備考 

藤井 千春 
（運営指導委員長） 

学校法人早稲田大学 
教育・総合科学学術院 教授 

本構想全般および研究開発全般に係
る指導・助言 

山下 一也 
公立大学法人島根県立大学 
学長代行 

地域との協働およびカリキュラムに
係る指導・助言 

市川 力 
一般社団法人みつかる・わかる 
代表理事 

地域に根ざした探究学習のあり方に
係る指導・助言 

阿部 裕志 
株式会社風と土と 代表 
海士町商工会 青年部 

地域産業との連携に係る指導・助言 

ｱｯｼｭ ｼﾞｪｰﾑｽ ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ 
西ノ島町教育委員会 
外国語指導助手 

隠岐島前三町村連携及び国際連携に
係る指導・助言 

 

（３）コンソーシアムの体制 

 コンソーシアムは、既にある「島根県立隠岐島前高校魅力化と永遠の発展の会」と「島根県立隠岐

島前高校魅力化推進協議会」をベースに再構築し、地域との協働をはじめ、様々なステークホルダー

との協働を推進する。また、本校の「地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメント」を深化・

発展させることを念頭に人選を行う。コンソーシアムでは、年度始に当該年度の目標設定を共有し、

年に６回程度の会議を設け、進捗状況を報告する。年度末には目標の結果や評価について共有し、次

年度以降の指導・助言を受ける。令和３年度のコンソーシアムの構成メンバーは下記の通りである。 

機関名 機関の代表者名 

島根県教育委員会 教育長    野津 建二 

島根県立隠岐島前高等学校 校長     井筒 秀明 

公立大学法人島根県立大学 学長     清原 正義 

一般財団法人 島前ふるさと魅力化財団 代表理事   大江 和彦 

隠岐國学習センター センター長  竹内 俊博 

一般財団法人 地域・魅力化プラットフォーム 代表理事   水谷 智之 

海士町 町長     大江 和彦 

海士町教育委員会 教育長    平木 千秋 

西ノ島町 町長     升谷 健 

西ノ島町教育委員会 教育長    扇谷 就二 

知夫村 村長     平木 伴佳 

知夫村教育委員会 教育長    渡部 真也 

 

（４）地域協働学習実施支援員等の配置 

地域協働学習実施支援員として、校内に「コーディネーター」を４名配置し、地域課題解決型探究

学習やカリキュラム開発に係る授業や打ち合わせに参画する。また授業に必要となる地域内外のリ

ソースを学校と結び、「地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメント」実現の一翼を担う。 
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また、海外交流アドバイザーとして、米国出身の「グローバルコーディネーター」を同じく校内に

１名配置し、シンガポール海外研修やブータンやロシア、ミクロネシアへの「グローバル探究」にお

ける現地調整や交流事業全般を担う。 

 

（５）事業終了後の取組計画 

事業終了に関わらず、さらなる地域との協働を目指し、コンソーシアムとの協働による地域・社会

に開かれたカリキュラム・マネジメント、コーディネーターとしての地域協働学習実施支援員やグロ

ーバルコーディネーターとしての海外交流アドバイザーは自主財源で継続する。 

本校は離島という立地上、また地域との協働をベースに立ち上がった高校魅力化の発祥地として、

今後の学校経営においても地域との協働は不可欠である。「グローカル人材の育成」はすでに地元町

村にも浸透しており、「ふるさとや地域を想いながら、自らや地域の特性を活かし、世界中で実践家

として活躍できる人材」の育成に引き続き邁進する。 

 

（６）国の指定終了後の事業経費計画 

本構想は、これまで本校が実施してきた体制に基づいて企画しているため、指定終了後も事業は継

続可能である。事業経費の資金調達については、今後地元三町村と連携して、ガバメント・クラウド

ファンディングやふるさと納税を活用するかたちで調達できるよう指定期間内に関係部局にはたら

きかけていく。資金調達方法については、積極的に勉強会等に参加し、様々な知見を活用して、事業

が永続的に継続できるよう鋭意努力する。 

 

（７）学校の実施体制 

本構想の研究開発は、「地域協働推進チーム」を中心に「地域・社会に開かれたカリキュラム・マ

ネジメント」を目指す。卒業後の人材目標を共有しながら、総合的な探究の時間を中心とした教育課

程を目指し、週に１度学年部の教員が全員参画で議論する時間を設ける。また、各学年部をつなぐ役

割として、主幹教諭およびコーディネーター４名を配置し、学年横断的に連動・協働を促進する。探

究学習における教員の役割を「伴走者」と位置づけ、教員の伴走についても探究し、成果発表を実施

する。支援体制としては、「地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメント」を実現するため専

門家の指導・助言を受ける。 

 

（８）地域協働学習実施支援員の学校内における位置付け・役割、活用方法 

地域協働学習実施支援員としてコーディネーターを４名配置する。コーディネーターの役割とし

ては、「地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメント」の実現に向けて、必要な「地域内リソ

ース」と学校をつなぐことはもちろんのこと、地域外にしかいない専門家や起業家、大学教授などの

「地域外リソース」と学校をつなぐことを想定する。 

また、海外研修における現地調整や交渉などグローバルな活用も想定し、コーディネーター４名の
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うち半数以上は TOEIC800点以上を条件とする。 

 

（９）学校における外部有識者等の支援・活用体制 

運営指導委員のメンバーである島根県立大学看護学部の山下一也教授には、本校が目指すグロー

カル人材に必要な資質・能力を共有しながら、地域との協働に係るフィールドワークや授業構成研究

等について、年に１〜２回来校いただき指導・助言を受ける。 

同じく運営指導委員のメンバーでもある一般社団法人みつかる・わかる代表理事の市川力氏には、

「地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメント」の実現に向けて、総合的な探究の時間と各教

科の連携、地域との連携などについて指導・助言を受ける。 

早稲田大学の平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）講師の平山雄大先生には、専門領域で

あるブータン王国と本校の共同探究における指導・助言はもちろんのこと、WAVOCが取り組む「体験

の言語化」プログラムの本校での展開について指導・助言を受ける。 

 

（１０）定期的な確認や成果の検証・評価等を通じた研究開発の進捗管理や改善の仕組 

生徒の成長に係る定期的な確認については、独自に作成した日々の活動におけるルーブリックや

振り返りシート等の活用を通して、生徒の状況を把握しながら授業改善を図っていく。 

研究開発における検証・評価については、島根県と協働で開発した「地域・社会に開かれた教育を

実現するため」の調査である「高校魅力化評価システム」を活用する。本評価システムは、本校が考

えるグローカル人材に必要な力である「主体性」「協働性」「探究性」「社会性」の４つの資質・能

力における生徒の「自己能力認識」および「行動実績」を測定するもので、本構想の検証および評価、

その後の改善に活用する。 

また教員側も、地域課題解決型探究学習において、どのように伴走するのが効果的かを探究する。

探究成果については、広く全国に普及できるよう企画・実施する。 
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令和３年度 研究開発実施計画書（抜粋） 

 

１ 研究開発名 

離島発「グローカル人材」を育成するための「地域・社会に開かれたカリキュラム・マネジメン 

ト」の探究 

  

２ 令和３年度の研究開発実施計画 

 （１）グローカルに課題解決を実践するプロフェッショナルによる授業の実施 

    スーパーハイスクール事業でも実施してきたグローカルに課題解決を実践するプロフェッシ

ョナルによる授業を継続して実施する。プロフェッショナルたちのリーダーシップ、思考力や判

断力、課題解決の創造性や粘り強さに触れるだけでなく、人間性や将来のグローカルなビジョン

に触れることで生徒自らの現在地を探究する機会とする。 

また、生徒が実際に取り組む地域課題解決についてもアドバイスをもらえるような仕組みを構

築する。 

  

（２）国内外の課題解決実践地域との交流事業の実施 

    地域課題と地球規模の課題を「結び付けて」考えるべく積極的に外へ飛び出し、「他流試合」

の機会を創出する。昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、大幅に計画変更をしたが、

今年度は仮に海外渡航ができなかったとしても、ブータン、シンガポール、ミクロネシアとの交

流事業を実施し、「グローカル人材」を仮定して国内外での知見や事例をどのように地域に活用

するのかについて探究する機会を創出する。 

    同様に、同世代との交流を通じ将来のビジョンなどに触れることで、多文化協働の基本姿勢や

探究力、未知なる世界での主体性を高める契機とする。 

  

（３）地域課題解決型学習と各教科で取り組む「地域未来探究」の実施 

    昨年度はで実施した総合的な探究の時間と各科目（２〜３科目）をつないで実施した「地域未

来探究」を、今年度はすべての教科・科目での実施を目指す。昨年度は「英語×理科×郷土料理

（和食）」や「古典×保健体育×後鳥羽上皇（和歌）」というかたちで実施したが、今年度も「地

域の課題・魅力×複数教科」という位置付けで実施する。また、昨年度は試験的に実施した地元

三町村の小中学生の探究学習を高校生がサポートする「（小中高連携型の）地域未来探究」につ

いての実施を検討する。授業構成等の検討は昨年度に引き続き、「地域に開かれたカリキュラム・

マネジメント」を前提に、コーディネーターや地域住民等を巻き込んだ形で実施し、次年度以降

は今年度の知見を元に全教科での展開を目指す。 
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（４）「伴走者フォーラム」の実施 

    昨年度に引き続き、他校や他地域への普及を目的に「伴走者」向けのプログラムを実施する。

ただし、あくまでも「事業成果（成功事例）の普及」ではなく、伴走者であり続けるための「問い

の普及」を目指し、「地域・社会に開かれた教育課程」を構築するために教職員がどのようにある

べきなのか、生徒たちの探究活動にどのように伴走すべきなのかなどを、大人たちがともに探究

できる場を構築する。昨年度はフォーラムというかたちで実践したが、今年度はプログラムのか

たちで少人数に絞って実施することも検討する。 
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令和３年度 研究開発実施報告 

 

研究開発計画１：グローカルに課題解決を実践するプロフェッショナルによる授業の実施 

 

１．仮説 

グローバルやローカルなフィールドで実際に課題解決を実践するプロフェッショナルによる授業

を受講することで、プロフェッショナルたちのリーダーシップ、思考力や判断力に触れることができ

る。また、自ら（のチーム）が設定する課題でプロフェッショナルたちの事例を用いながら目の前の

課題解決に取り組むことで、地域起業家精神を醸成することができる。 

また、地域課題と地球規模の課題を「結び付けて」考えるべく積極的に外へ飛び出し、「他流試合」

の機会を創出することで、また、同様に、同世代との交流を通じ将来のビジョンなどに触れることで、

多文化協働の基本姿勢や、物事の真理に迫る力、グローカルにビジョンを創造する力を高める。 

  

２．実践 

  今年度は下表の通りグローカルに課題解決に挑む講師を招聘して授業を実施した。 

授業内の講話はもちろんのこと、講話後には様々な課題解決に取り組む生徒らから個別に質問する

機会もいただいた。 

また、３月に実施予定の「探究学習成果発表会」でも運営指導委員の皆様やゲスト講師としてお越

しいただく方々にもご参加いただき、探究学習に対するフィードバックやコメントをいただく予定。 

いずれの授業でも、本気で挑戦する大人からいい刺激を受け、個々で取り組むマイプロジェクトへ

とつなげる生徒が複数みられた。 

日程 講演者 所属 活動領域と活動タイトル 

5 月 25日 

井上由貴 氏 （株）隠岐牛企画 

夢探究Ⅲ 
「大人の実践者から学ぶ」 

青山達哉 氏 海士町役場人づくり課 

増谷実香 氏 海士町役場地産地消課 

井上太陽 氏 SUN in サイエンス（理科実験教室） 

佐川菜々子 氏 隠岐島前高校図書館司書 

佐川洋介 氏 （株）風と土と（トヨタ自動車に在籍） 

濱中裕代 氏 隠岐國学習センター、あまマーレ 

野澤知子 氏 
株式会社ラボ・非営利型一般社団法人 
ありがとう地球 

吉田公三 氏 菱浦郵便局 

升谷圭吾 氏 国賀荘 

6 月 16日 
三島秀威 氏 西ノ島町教育委員会 夢探究Ⅰ 

「島前人間探究」 高智 康 氏 知夫村役場地域振興課 
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濱中香理 氏 海士町役場人づくり課 

小山亜理沙 氏 隠岐デジタルラボ 

小金井菜都 氏 知夫村教育委員会 

福田貴之 氏 NPO法人 しぜんむら 

6 月 30日 堀口正裕 氏 （株）第一プログレス 
地域地球学 
「TURNS堀口正裕氏と考える
地域とのつながり方・伝え方」 

7 月 1 日 

久保英士 氏 独立行政法人国際協力機構（JICA） 

夢探究Ⅰ 
「島前人間探究」 

近藤弘志 氏 有限会社まつのや 

余島睦美 氏 するだわい 

7 月 7 日 小松成美 氏 ノンフィクション作家 キャリア講演会 

7 月 8 日 

市川 力 氏 一般財団法人 みつかる＋わかる 
夢探究Ⅰ 
「自分の中の雑を集める」 

波多 努 氏 海士町観光協会 夢探究Ⅰ 
ゲストトーク「ゆさぶれ観光」 和泉ちをり 氏 和泉荘 

安達和良 氏 養蜂家（西ノ島町） 夢探究Ⅰ 
ゲストトーク「なぜ西ノ島町のミ
ツバチは復活したのか？」 柴田照輝 氏 養蜂家（西ノ島町） 

敷 正彦 氏 知夫村教育委員会 
夢探究Ⅰ 
ゲストトーク「知夫の畜産」 

吉村栄典 氏 住職・島前高校スクールカウンセラー 
夢探究Ⅰ 
ゲストトーク「リラックス」 

11月 9日 

岩本 悠 氏 
一般財団法人  
地域・教育魅力化プラットフォーム 学校行事（研修旅行） 

 キャリア講演会「越境」 
税所篤快 氏 E-education創業者 

小松成美 氏 ノンフィクション作家 
学校行事（研修旅行） 
 キャリア講演会 

１月 17日 

田畑 陽 氏 隠岐國商工会 

夢探究Ⅰ 
「大人の実践者から学ぶ」 

大村浩之 氏 
デロイトトーマツコンサルティング合同会社 
デジタルカスタマー 

青山達哉 氏 海士町役場人づくり課 

松浦道仁 氏 焼火神社 宮司 

笹原風花 氏 ライター・編集者 

小山亜理沙 氏 隠岐デジタルラボ 

井出風之介 氏 大学生（卒業生） 

山口結衣 氏 大学生（卒業生） 

川本息生 氏 JA しまね知夫支店 

吉元翔太 氏 海士町役場半官半 X課 

岡部有美子 氏 
一般財団法人  
地域・教育魅力化プラットフォーム 

3月 14日 

（予定） 
藤井千春 氏 

学校法人早稲田大学 
教育・総合科学学術院 

学校行事 
探究学習成果発表会 
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市川 力 氏 般財団法人 みつかる＋わかる 

松浦道仁 氏 焼火神社 宮司 

宮本浩治 氏 岡山大学大学院教育科学研究科 

水谷智之 氏 
一般財団法人  
地域・教育魅力化プラットフォーム 

奥田麻依子 氏 
一般財団法人  
地域・教育魅力化プラットフォーム 

３月１５日 

（予定） 
熊平美香 氏 一般社団法人 21世紀学び研究所 

夢探究Ⅰ・Ⅱ 
「より効果的なリフレクション」 

 

以下に実施した授業の一部を抜粋して報告する。 

（１）「夢探究Ⅲ」：「大人の実践者から学ぶ」(2021.05.25) 

生徒は４人程度のグループに分かれて、出身、性

別、年齢、経歴全てが多様な 10名のゲストの人生に

ついてオンラインで対話型の授業を行った。 

 はじめに、簡単に各ゲストの経歴について自己紹介

していただいた後、生徒からの質問に応える形で進

行した。少人数のグループということもあり、熱心

に質問したり、ゲストと繋がった iPadに身を乗り出

して話を聞いたりしている姿も見らた。 

授業後、参加した生徒から「人生って人それぞれ

だと思った」、 「一見すると違っているけれど、本

質は自分が楽しい人生、自分の使命を全うする人生を送ることに全力という面で共通な部分が

あると思った」、 「もともとやりたかったことはともかく、今の仕事にやりがいや楽しみや向

上心をもって向き合っている大人はイキイキしてるなと思った。私もそんな大人になりたい。」 

などの感想がみられた。 

 

（２）「夢探究Ⅰ」：「白熱！島前人間探究講演会！」（2020.07.01） 

隠岐島前地域３町村からオンラインでゲストを招き、講演会を実施した。ゲストがそれぞれの

町村に「なぜ来たのか」、「そこで何をやっているのか」、「何をしようとしているのか」をも

とに講演をしていただき、聴講する中で生徒の頭に浮かんだ「？」を大切にしながら、生徒から

講演者へ質問し、ゲストの相手の魅力を引き出していくことに挑戦した。 

 

オンラインによる講演会の様子 

https://www.dozen.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2021/05/187029558_148411110545004_399143354261613126_n.jpg
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 以下は講演を受けての生徒感想の一部 

「ゲストさんは様々な職業に就いていて、多様な経

験を積んでいました。内容は多種多様でバラバラだが、

現在の知夫での活動に役立っています。そのことから、

一見関係なさそうなことでも繋がりを作れることに気

づきました。私は、目指していることに直接関係なさ

そうな事は目を向けてきませんでした。それは、例え

興味があったとしてもです。しかし、どの経験が何に

つながるのか、役立つ可能性があるのかは無限大だと

わかりました。自分が興味をひかれることに対して、他人の目線を気にして我慢したり、自分自

身で制限してしまうのではなく、否定をせずに開放する生き方がとても素敵だと思いました。自

分自身に正直に生きることは、自身を成長させることにつながることを学びました。 

印象に残っていることは、「コロナで大変なときに、なんとかしようと様々なことを試してみ

た。でも、どれもパっとしない。何より自分が楽しめていなかったからやめた。」というゲスト

さんの言葉です。自分が楽しんでやるということの重要性に気づきました。」 

 

（３）研究開発との関連性 

グローカル人材に必要な力 要素 関連 

主体的行動力 行動力、粘り強さ等 ○ 

多文化協働力 受容力、対話力、共創力等 ◎ 

探究的学習力 批判的思考力、省察力等  

社会的自立力 グローカル意識、社会参画意識 ◯ 

  

 

オンラインによる講演会の様子 

https://www.dozen.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2021/07/IMG_3653.jpg
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研究開発計画２：国内外の課題解決実践地域との交流事業の実施 

 

１．仮説 

本校の課題解決型探究学習は、居住地域である隠岐島前地域について扱うことがあるが、これだけ

ではグローカルな視点や視座の移動は見込めない。そこで、国内外の課題解決実践地域との交流事業

を実施することで、自然と地域外にも目や耳を向け、それが循環するかたちで隠岐島前地域に資する

ことができる。 

また、近隣に高校がひとつしかない現状は、多文化協働力を上げる上でデメリットになる。実際に

課題解決に向かう同世代や行動し続けている大人との交流を通して刺激を受け、自らの協働力や探究

力を高める機会とすることができる。 

 

２．実践 

今年度は海外渡航ができない状況の中でも、オンラインでシンガポール、ブータン、ミクロネシア、

との交流を実施し、「グローカル人材」を目指して国内外での知見や事例をどのように地域に活用す

るのかについて探究する機会を創出した。 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、第２学年が全員で行く「シンガポール海外研修」の代替と

して、島根県内でグローカルに触れるプログラムへと変更した。島根県内のローカルを探究しながら、

一方で立命館アジア太平洋大学の協力なども得ながらグローバルを体感することで、シンガポールに

行った時と同じような「越境体験」を構築することができた。 

「グローバル探究（ブータン）」では芸術文化の継承等をテーマとして、選抜された４人の生徒が

探究活動を、５月から２月にかけて行った。ブータンの方々との複数回のオンライン交流やインタビ

ューを行い、８月に実施した宿泊型のフィールドワークでは和紙の技術移転でブータンと関係の深い

浜田市を訪問するなど、島前地域で行ってきた探究をさらに深める機会となった。 

「グローバル探究（ミクロネシア）」では地域医療をテーマとして、選抜された４人の生徒が探究

活動を、５月から２月にかけて行った。ミクロネシアの方々との複数回のオンライン交流やインタビ

ューを行うとともに、隠岐島前病院（西ノ島町）の取り組みなど身近な地域医療に関する先進事例を

学びながら、同じ離島環境にあるミクロネシアと島前地域との共通課題に対しての探究を進めた。ま

た７月に実施した宿泊型のフィールドツアーでは、雲南市のコミュニティナースなどの取り組みを視

察し、県内の先進事例も学びながら考察を深めた。 

また、「グローバル探究」における取り組みについて、島前地域内で探究成果発表を実施し、地域

への還元活動も積極的に行い、島内の関係者とともにこれまでの探究活動での学びを深めることがで

きた。 
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ⅰ）シンガポール海外研修代替研修としての島根県内研修旅行（2021.11.8〜12） 

 

（１）旅程 

 令和３年 11月 8 日～11月 12 日 ４泊５日 
 

活動 ねらい 

11月 8日 
（月） 

＜午前：移動＞ 
＜午後：オリエンテーション＞ 
（1）研修旅行の目的、行程の確認 
（2）プレゼンテーションのリハーサル 

研修旅行の目的を理

解する 
 

11月 9日 
（火） 

 

＜午前：松江市内での英語プレゼンテーション＞  
(1）オンラインコメンテーター 
立命館アジア太平洋大学の外国人留学生 30名 

＜午後：松江市内での講演会/対話会＞  
（1）対面ゲスト 
岩本 悠 氏（地域教育魅力化プラットフォーム） 
税所篤快 氏（NPO法人 e-Education 創業者) 

（２）オンラインゲスト 
小松成美 氏（ノンフィクション作家） 

グローバルの視点か

らこれまでの探究活

動や自分自身を見つ

め直す 

11月 10日 
（水） 

＜午前：奥出雲町自然・文化体験研修＞ 

「鬼の舌震」、「たたらと刀剣館」 
＜午後：奥出雲町体験プログラム（選択型）＞ 
（1）蕎麦打ち体験 
（2）豆腐づくり体験 
（3）座禅体験 
（4）バターづくり体験 
（5）畳づくり体験 

島根県のローカルの

魅力を五感で味わい

再発見する 

11月 11日

（木） 

＜午前：出雲市内 Feel℃Walk＞ 
（1）出雲神社参拝 
（2）班別行動 
＜午後：振り返り＞ 
（1）４日間で印象に残った経験 
（2）今後に生かしたい学び 

探究的視点で観光地

を散策し、互いの気

づきや発見を共有す

るとともに、学年全

体の関係の質を深

め、４日間の学びを

まとめる 

11月 12日

（金） 
＜午前：移動＞ 
＜午後：解散＞ 

 

 

（２）目的 

シンガポール海外研修の本来の目的は、同じ島でありながら真逆の経済発展を目指すシンガポール

を訪問することで、真に「グローカルとは何か」を考える契機とすることであった。また、１年次か

ら取り組んできた島前地域の課題解決型学習について、実践結果の報告をする場とし、その内容を英

語でまとめ、外国人相手にプレゼンテーションをすることを目的としていたが、新型コロナウイルス

感染症拡大防止の観点から実現するに至らなかった。しかしながら、島根県に残りながらも宿泊型の
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研修を実施し、ローカルに浸かりながら、外国人相手にオンラインで英語プレゼンテーションをし、

グローカルに活躍する方々をゲストにお招きすることで、グローカルを往還することを目的と据えた。 

 

（３）概要 

① 外国人留学生への英語プレゼンテーション 

協働的探究学習の授業を通じて取り組んできた「島前の地域課題解決」、「島前の魅力再発見」

について、その背景や調査結果、解決策の実践結果を英語でプレゼンテーションする機会を設けた。

プレゼンテーションをする相手は立命館アジア太平洋大学の外国人留学生とオンラインでつない

でいただき、様々な視点から豊かなフィードバックをいただく時間となった。 

生徒たちは、この日の発表や、その後の地域での成果発表会に向けて、地域課題について調査を

実施した上で解決策を考

案し、解決を図りながらそ

の実践結果をまとめつつ、

英語でのプレゼンテーシ

ョンの準備をしてきた。多

忙なスケジュールではあ

ったが、全てのグループが

無事にプレゼンテーショ

ンを実施することができた。 

今年度も英語科の授業と連携・協働したプレゼンテーション練習を行い、１学期から長期的に英

語発表を意識して準備することができた。実際の英語プレゼンテーションにおける言い回しやデリ

バリーの観点に関して、英語の授業を通して触れることができたため、後に英語原稿を作成する際

などに役立った。また情報科の授業とも連携することで、プレゼンテーションの構成などについて

も学習をした上で、資料作成を行った。 

実際のプレゼンテーションでは、外国人大学生からの広い視野や多彩な経験に基づいてコメント

が寄せられ、課題や解決策に対する質問やアドバイスが寄せられた。地域の特性や日本語特有の言

い回しについても配慮しながらスライドや原稿を作成したが、その上でも現地大学生にはストレー

トに伝わらない部分があったことは、両者の文化的背景の違いや、配慮の視点を学ぶ上でよい機会

になった。英語での質問についても、事前の想定以外の質問や、聞き取りづらい英語に苦戦してい

たが、チームメンバーで相談して、即興を交えながら必死に英語で答えようとする姿が見られた。

また今回のプレゼンテーションは探究学習全体の中で「中間発表」と位置付け、得られたアドバイ

スをもとに各自の取り組みを振り返り、島前地域に戻った後の次なる実践につなげることができた。 

 

 

 

英語プレゼンテーションの様子 
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発表テーマ 生徒チームメンバー 

観光船「あまんぼう」の観光活用 青山、太田、生越、小林 

島内の空きスペース有効活用 伊藤、清川、北村、藤田 

キジを生かした地域の魅力化 鈴木、谷島、茂木 

ホスピタルアート 池田、小澤、陰山、元吉 

広報誌制作 勝部、高野、齋藤、堀田 

外国人への魅力発信 磯谷、岩永、林、野村 

海洋ごみアート 菊池、福井、水野、松岡 

保護者向け映像制作 小櫻、塩路、浜崎、森下 

島の魅力を子ども達と探究 日下、錦織、三角、山本 

広報誌制作 尾崎、高橋、長谷川、森下 

Island Sweets 鈴木、原田、中島、村尾 

隠岐めし（食の魅力化） 徳平、登坂、ムラー、ブルネー 

移住者向けガイドブック制作 植田、𥸮原、笹鹿、関口 

お手伝いのマッチン 五十島、野崎、廣瀬、前田 

地産地消×購買 井上、船木、山下、横棚 

 

② ゲスト講演会（生徒・教職員協働企画） 

シンガポールでは、現地日本法人で働いているグローバルに活躍する方々を訪問し、生徒達がイ

ンタビューを行ってきた。「グローカル人材の育成」を目指す本校では、地域特性を活用しながら

ローカルでの活動については取り組みが進んでいる。一方で、グローバルに活躍する人材や、世界

で活躍する社会人と接する機会を構築するためである。 

今回、シンガポール訪問時と同様にグローバルに活躍をしてきた３名のゲストに登場いただき、

実際に活躍する社会人と交流する機会を設けることができた。 

ゲストの一人目は「隠岐島前高校魅力化プロジェクト」の立ち上げに関わり、ブータン王国での

教育モデルづくりにも取り組む岩本悠 氏に登場いただいた。ゲストの二人目はバングラデシュで

の通信教育事業を立ち上げ、未承認国家であるソマリランドなどでも教育分野で世界的に貢献した

税所篤快 氏にご登場いただき、岩本氏と税所氏お二人のクロストークと対話から「越境」すること

の意義について学びを深めた。そして、三人目にはノンフィクション作家として世界で活躍するア

スリートへの取材・執筆を行ってきた小松成美 氏にオンラインで登場いただき、相手の本音を引

き出すコミュニケーション技術について様々な事例から学ぶことができた。 
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また今回は事前に有志

の生徒企画者を募り、講演

会と対話会の内容を生徒

と教職員がともにつくる

試みに挑戦した。生徒の目

線から学年全体の状況を

捉えるとともに、研修旅行

全体の中で本企画をどの

ように位置付けて今後に生かすかをゲストとも対話を重ねた。この過程の中で対話力や共創力を磨

くことにつながり、生徒の成長実感にもつなげることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

③ 奥出雲町での体験プログラム 

奥出雲では「鬼の舌震」で豊かな自然を五感で味わうとともに、たたら製鉄の歴史や、砂鉄を採

取した跡地が棚田に姿を変えてきた歩みについて学びを深めた。奥出雲の文化的景観が、自然環境

と共生し、循環することで保全されてきたことは、今後の隠岐島前地域での探究学習においても生

かしたい貴重な着眼点と

なった。 

奥出雲町内での体験プ

ログラムでは、５つのグル

ープに分かれて選択した

プログラムの活動を行っ

た。蕎麦打ちのプログラム

では、水車で挽いた奥出雲

町産の蕎麦粉を使い、職人

さんの指導のもとで体験をさせていただいた。原料のこだわりや、隠岐そばとの違いなどにも触れ

ながら比較探究を行うことができた。 

 

岩本 氏による講演の様子 

 

ゲスト講師との事前打合せ（オンライン）の様子 

 
蕎麦打ち体験の様子 
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それ以外のプログラムでも、自分の頭で考えるだけでなく、実際に手を動かしてモノをつくり、そ

の過程の中で生まれた問いや考えを他者と対話することで、学びが深まる実感を得る生徒が多く見

られた。全体を通じて、身近にありながら今まで触れる機会が少なかった島根県内の暮らしや文化

の魅力を再発見することができたことは大きな収穫であり、今後の探究プログラム企画においても

生かしていきたいと考える。 

 

ⅱ）グローバル探究（ブータン） 

（１）目的 

ブータン王国と隠岐島前地域に共通する魅力や課題について比較探究することで学びを深めると

ともに、地域外やグローバルの視点から得た学びを、隠岐島前地域（ローカル）に還元することで、

地域貢献に資することを目的と捉えた。またその過程で生徒が多文化協働力や、粘り強く探究する力

を養い、本校が目指す「グローカル人材」に近づくことを狙いとした。上記を踏まえて、今年度は「芸

術文化」を探究テーマに設定し、芸術の価値や伝統文化の継承について学びを深めてきた。 

 

（２）概要 

① ブータンとの国際交流（オンライン） 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により海外渡航ができない状況の中、オンラインを活用した

国際交流を積極的に推進し、ブータンの高校生や、観光ガイドとして働く社会人に、ブータンの社会

情勢や今回の探究テーマである芸術や伝統文化に係る内容についてインタビュー調査を行った。民

族衣装である「キラ」や「ゴ」

が今も日常生活の中に定着

している点など、ブータンの

文化継承における特色から

学ぶ点は多く、それを身近な

伝統文化の継承にどのよう

に生かすことができるか継

続的に探究を進めてきた。 

またブータンの布を使っ

た小物を制作してフィードバックをもらうなど、創作活動にも積極的に取り組むことで、実際に現地

に渡航することが難しい状況の中でも、ブータンの魅力や文化を体感することができた。またブータ

ンで祈りの象徴とされる旗（ルンタ）に、隠岐島前の景観をミックスさせた展示物を作成して文化祭

で展示するなど、異文化を織り交ぜることによって新たな魅力を生み出すことにも挑戦してきた。 

 

 

 

グローバル探究（ブータン）チームメンバー 
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② 島根県内での探究フィールドツアー（浜田市三隅町・大田市大森町） 

今回のテーマである芸術文化についての探究をさらに深めていくために、８月に島根県内でのフ

ィールドツアーを実施した。浜田市三隅町では石州和紙の伝統工芸士として長年ブータン王国での

技術指導にも携わってきた久保田彰 氏の工房を訪問し、ブータンとの交流の歴史についてインタビ

ュー調査を行った。ブータンにある原料を活用し、ブータンの生活文化に根付く和紙の活用方法を模

索することなど、和紙の技術がブータンに定着するために行ってきた様々な工夫を学ぶ機会となっ

た。また久保田氏のブータンに

対する想いに触れることで、島

根県とブータンの友好関係に

ついて改めて理解を深めるこ

とができた。インタビューの後

には久保田氏の指導のもと紙

漉きを体験し、和紙の絵葉書を

制作するなど、実際に手で触れ

ることで和紙の特徴を知り、活

用方法についても想像を膨らませる機会となった。 

また大田市大森町では「石見銀山生活文化研究所」を訪問し、所長の松場登美 氏と対話の時間を

持たせていただいた。生活文化から発想するライフスタイルを提案し、衣料、生活雑貨の企画から製

造販まで手がける「群言堂」の取り組みなどを伺い、日常の暮らしの中に芸術やアートを組み込んで

いくことの具体的なイメージを持ち、現場の製造工程も見学させていただくことで、今後の創作実践

につながるヒントを得ることができた。また芸術文化や伝統の継承にあたって、次世代の担い手を育

てることの重要性や、そのために芸術文化や伝統の価値に触れる機会を地域とともにつくっていく

ことの必要性を再認識する機会となった。 

 

③ 隠岐島前地域での探究活動と学びの還元 

ブータンとの国際交流、島根県内でのフィールドツアーで得た学びを生かして探究と創作活動を

続けながら、海士町の産業文化祭、地区の公民館で行われた「じげ展」へ制作物を展示するなど、隠

岐島前地域への学びの還元を積極的に行った。また制作物を展示するだけでなく、探究テーマの一つ

である「芸術の価値はどのように決まるのか？」という問いに対してのアンケート調査を展示と合わ

せて行うことで学びを深めた。 

また１月に海士町内で行われた最終成果発表には、30 名以上の方に来場いただき、感染症対策に

配慮しながらプレゼンテーションと作品展示を行った。発表ではブータンや芸術文化に対して 4 人

の生徒それぞれの捉え方がどのように変容したかなど、半年以上続けてきた探究学習の学びの総括

をする機会となった。また日本ブータン研究所の平山雄大氏にもオンラインで参加をいただくなど、

今後に向けての助言を多くの方から頂戴することができた。またプレゼンテーションから生まれた

 

石州和紙紙漉き体験の様子 
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気づきや、新たな問いをもとに参加者の方との対話の時間も取ることで地域貢献につなげる時間と

なった。1ヶ月以上に渡る発表会に向けての準備の過程では、チーム内で膨大な学びや情報を整理し

ながら、粘り強く対話を続けることで、共創する力を高める機会となった。 

 

ⅲ）グローバル探究（ミクロネシア） 

（１）目的 

ミクロネシア連邦と隠岐島前地域に共通する魅力や課題について比較探究することで学びを

深めるとともに、地域外やグローバルの視点から得た学びを、隠岐島前地域（ローカル）に還

元することで、地域貢献に資することを目的と捉えた。またその過程で生徒が多文化協働力

や、粘り強く探究する力を養い、本校が目指す「グローカル人材」に近づくことを狙いとし

た。上記を踏まえて、今年度は「地域医療」を探究テーマに設定し、住民参加型の健康な地域

づくりについて学びを深めてきた。 

 

（２）概要 

① ミクロネシア連邦の文化・医療に関する学び 

ミクロネシア在住経験のある地域の方へのインタビュー、ミクロネシア現地在住の日本人の

方に動画でミクロネシアの町や海を紹介してもらったり、ミクロネシア人の留学生（大学生）

たちとオンラインで交流・意見交換をしたりする中で、ミクロネシア人の国民性や生活環境、

文化や価値観に触れた。 

今回のテーマである医療については、JICA ボランティアとして現地の病院で活動されていた

日本人２名から講義を受け、病院は一般内科のみで多くの場合手術ができず、フィリピンやグ

アムなど国外へ搬送されるケースが多いこと、医療保険などの制度が確立していないこと、車

移動が多く、運動不足が課題であることなどを学んだ。 

 

 

 

 

2022年 1月 30日「山陰中央新報」掲載記事 
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② 島前地域の医療に関する学び 

島前地域の医療については、海士町役場と島前病院（西ノ島町）にインタビューした。海士

町役場では行政・まちづくりの視点から、地域に根付いた医師の後継者不足、看護師不足とい

った喫緊の課題と人材確保に向けた取り組み、そして離島だからこそ、１人ひとりに思い入れ

のある医療を提供できること、在宅医療にも力を入れているということを学んだ。 

島前病院では、緊急時の対応力は本土の病院に劣るため、ヘリ搬送が必要という離島ならで

はのハンデはあるものの、スタッフと患者の信頼関係が強く、患者が安心できる医療を提供で

きることが強みであることを知った。 

 

③ 雲南市でのフィールドツアー 

７月に地域医療を学ぶフィールドツアーとして、島根県雲南市で、雲南市立病院、コミュニ

ティナースカンパニー株式会社、株式会社コミュニティケアの３ヶ所を訪問した。 

訪問を終えて、健康の定義が身体的健康、精神的健康に加えて社会的健康まで含むものなのだ

ということを知り、医療を病院の中で完結させるのではなく、地域の中で人とのつながりを作

ることも地域医療に関わる取り組みだと感じた。そして、そのような地域住民とのつながりを

どの事業所でも大切にしていることが分かっ

た。 

また、仕事に誇りを持って楽しみながら挑戦

を続けるみなさんの姿もとても印象的だった。

オンラインや、学校に招いてのお話ではきっと

伝わりきらないであろう熱量を感じ、現地を訪

れる価値を改めて感じた。参加生徒からは、

「同じ田舎でも島前にはまったくない考え方。

でもあったらおもしろそうだし、島前ならでき

 

オンライン交流の様子 

 

JICA元職員からの講義の様子 

 

フィールドツアー事業所訪問の様子 
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そう。」との感想もあり、近くで気づかされることの多いフィールドツアーとなった。 

 

④ 島前地域での実践と最終発表 

西ノ島町の保健師の方に地域の健康に関する課題を教えていただいた中で、車移動が多く、

他地域に比べて働く世代が運動不足になりやすいという課題に注目した。島前地域でできる医

療が限られていることから、予防医療・健康維持がより重要である。そこで、運動習慣をつけ

てもらうための第一歩として、家でも毎日できるストレッチを広める「ストレッチ教室」を企

画した。西ノ島町で実施した際には、7名の参加があり、「運動の良い機会になった」、「家

でもやりたい」、「継続的にやってほしい」といった肯定的な感想を多数いただいた。しか

し、このイベントだけでは参加者が少ないこと、１度だけのイベントでは継続が難しいことか

ら、さらに多くの人に広めたり、運動を日常的な習慣にしたりすることが今後の課題として残

った。そこで、より身近な人から、日常の中で広めるために、隠岐島前高校の教職員向けに放

課後を使い、１週間に３度のストレッチ教室

を実施した。 

そして、２月に西ノ島町図書館で最終発表

会を開催した。探究活動協力者を中心に、オ

フライン・オンライン合わせて 20名程度が参

加した。これまでに知ったこと、実践に至る

までの考え、実践を終えてわかったこと、そ

してこの１年にわたる探究活動を通して感じ

たことや自分自身の変化についても発表し

た。 

 

 

（３）研究開発との関連性 

グローカル人材に必要な力 要素 関連 

主体的行動力 行動力、粘り強さ等 ◎ 

多文化協働力 受容力、対話力、共創力等 ◎ 

探究的学習力 批判的思考力、省察力等 ◎ 

社会的自立力 グローカル意識、社会参画意識 ◎ 

 

 

  

 

校内でのストレッチ教室の様子 
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研究開発計画３：地域課題解決型学習と各教科で取り組む「地域未来探究」の実施 

 

１．仮説 

地域課題解決型学習と教科学習にどのようにブリッジをかけるかはスーパーグローバルハイスク

ール事業での評価にも示された通りである。本事業では「地域未来探究」と称して総合的な探究の時

間と教科学習を「クロス・カリキュラム」のようなかたちで設計することで、生徒たちにブリッジを

意識させることができる。 

また、日常的にコミュニケーションが少ない教科間コミュニケーションの契機となることや若い教

員や講師の多い本校の特性を捉えた人材育成やＯＪＴの機会とすることができる。 

 

２．実践 

（１）概要 

当初の計画通り、カリキュラム・マネジメントを担当する主幹教諭を配置し、教員研修も複数回実

施した。今年度の新たな取組としては、昨年度構築した「地域未来探究」の枠組みを継承・発展させ、

狙いを絞った教育プログラムの開発を行ったことに加え、教科シラバスに「学習内容と日常生活との

関連及び活用が期待される場面」を明記させることにより、教科（科目）間のクロス・カリキュラム

が行いやすい環境を整理した。また、主幹教諭・探究学習推進担当者・学校魅力化コーディネーター

による「地域未来探究推進チーム」を編成し、クロス・カリキュラムの計画・実施を推進した。 

 

第１学年に実施する「夢探究Ⅰ（総合的な探究の時間）」と各教科横断で実施した「地域未来探究」

では、隠岐島前地域を題材に取り上げ、担当する教科・科目の視点を活かしながら、「仮説の設定」

または「検証方法の考察」に的を絞った教育プログラムを開発し、実践した。実践した内容は下表の

とおり。 

 学習テーマ 関係教科・科目 関係地域 

① 海士町における新しい観光とは？ 地理・歴史×数学 海士町 

② ニホンミツバチの復活 外国語×家庭 西ノ島町 

③ なぜ知夫村の牧畑は衰退したのか？ 国語×数学 知夫村 

④ 癒し 国語×保健・体育  

「①海士町における新しい観光とは？」の活動では、海士町の観光に関わる新聞記事などの資料を

歴史の観点で読み解き、観光に関する様々なデータを数学の観点から分析（数学）し、観光振興にど

う取り組んだら良いかの仮説を立て、共有した。 

「②ニホンミツバチの復活」の活動では、事前に参考資料（英文含む）を読み、次の３つの問いに

ついて考え、共有し、最後に地元養蜂家の方々の話を直接聞くことで、それぞれの仮説を検証した。 

問い１：ニホンミツバチ×自然環境 

ニホンミツバチは、どのような自然環境を好んで生息するのか？また 2013 年の時点で、
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島前地域で西ノ島にだけニホンミツバチが生息していたのはなぜか？  

問い２：②ニホンミツバチ×西ノ島のまち 

西ノ島でのニホンミツバチの復活によって、西ノ島のまちや、活動に関わった人たちには

どのような変化や影響が生まれたか？ 

問い３：ニホンミツバチ×探究 

なぜ、地元養蜂家の方々はニホンミツバチの飼育や養蜂をこれまで続けてきたのか？（ど

のような原動力や想いがあったのか？） 

 

「③なぜ知夫村の牧畑は衰退したのか？」の活動では、隠岐島前地域に近年まで行われていた「牧

畑」の盛衰に関する資料を国語の観点で読み解き、「知夫の牧畑はなぜ盛んだったのか？」という問

いに対する仮説・検証のプロセスを、数学の手法である「モデル化」を活用して体験した後に、活動

の主題である「なぜ知夫村の牧畑は衰退したのか？」の問いに対する仮説を立て、共有した。 

「④癒し」の活動では、「効果的なリフレッシュ方法とは？」という問いのもと、ストレス対処（コ

ーピング）に関する考え方と、精神を沈めるコーピングの体験として、瞑想を体験した後、あらため

て「効果的なリフレッシュ方法とは？」という問

いに対する仮説を、他者のアイデアを参考にしな

 

「①海士町における新しい観光とは？」で用いた資料 

 

「②ニホンミツバチの復活」での検証の様子 

 

「③なぜ知夫村の牧畑は衰退したのか？」での 
仮説共有の様子 

 

「④癒し」での活動の様子 

https://www.dozen.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2021/09/IMG_3916.jpg
https://www.dozen.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2021/09/IMG_3995.jpg
https://www.dozen.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2021/10/IMG_4205.jpg
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がら個々で立て、自らのコーピングを増やしていった。また、週末には、自己が考えたコーピングか

ら、１つ取り上げ、実際に家庭で検証してみた。 

いずれの活動も、地元の方をゲストに迎え、具体的な体験談を聞いたり質問をしたりすることを通

して、自らが立てた仮説の検証や有用性を確認することができた。また、生徒の感想からは、「実生

活と教科学習とが関連していることが、実感を伴って理解することができた」という回答が多くみら

れた。 

教科シラバスに「学習内容と日常生活との関連及び活用が期待される場面」を明記させることによ

り、教師同士が互いの学習内容を俯瞰的に捉える機会が増え、教科（科目）横断的な授業の企画・実

施がしやすくなり、教員の自発的なコラボ授業の機会が増えた。 

 次に示すのは今年度行われた（予定含む）コラボ授業の一例である。 

・金属の歴史を探究する（世界史×化学） 

「アルミニウム（Al）、金（Au）、銀（Ag）、銅（Cu）、鉄（Fe）の中で、単体として利用で

きるようになった時期が早い順番に並び替えてみると、どんな順番になる？」という問いに対

し、個人で仮説と根拠を立て、それぞれの仮説を持ち寄って、チームで協働しながら、化学の

授業で学んだイオン化傾向の知識や世界史の資料集なども活用して歴史的な事実を読み解き

ながら、検証していく学習を展開した。 

・島にないカラオケ店を出店しよう（地域学習×数学） 

「もし島内にカラオケ店をつくるとしたら、どのような料金設定にするか？」という問いに対

し、次の 3つの選択肢の中から、利用する時間によってどの店を選べば料金が安くすむのか、

既習の一次不等式などの基礎知識をベースに様々な方法で検証して説明するという活動。 

＜3つの選択肢＞ 

①P店：１時間あたり１８０円 

②Q店：１時間あたり５０円 ＋ ワンドリンク３５０円 

③R店：フリータイム７５０円 

 ・宇宙エレベーター（外国語×物理） 

宇宙エレベーターについての英語長文を読解し、構造物が高度３万６千メートルである必要性

を科学的な視点で理解を深める活動。 

 

改訂されたシラバスの一部 
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・確立を英語でマナブ（外国語×数学） 

集団の中に同じ誕生日の人が少なくとも１ペア存在する確率について、英語長文を読解し、数

学的に考察する活動。 

・金融の歴史とライフプラン（家庭×数学×公民） 

金利の推移に関する資料を基に、数学的な視点で福利計算をしたり、当時の生活を想像したり

しながら、自己のライフプランを考える活動。 

こうしたコラボ授業の実践に加え、「探究学習推進担当者」の

発案により、各教科の教材や資料等を設置し、教科（科目）を横

断した教員同士の情報交換を促す「Collabo Desk（コラボデス

ク）」の設置や、「こんな授業があったらいいな」という生徒の

意見を募集する「Colla-Box（コラボックス）」の設置が見られ

るなど、教科（科目）を横断した、効果的な授業づくりの雰囲気

が醸成された。 

 

 

 

 

 

 

（２）研究開発との関連性 

グローカル人材に必要な力 要素 関連 

主体的行動力 行動力、粘り強さ等 ○ 

多文化協働力 受容力、対話力、共創力等 ◎ 

探究的学習力 批判的思考力、省察力等  

社会的自立力 グローカル意識、社会参画意識 ◯ 

 

  

 
校内に設置された「Colla-Box」 
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研究開発計画４：「伴走者フォーラム」の実施 

  

１．仮説 

  事業の成果を発表するのではなく、生徒の探究活動に伴走する大人の挑戦事例や失敗事例を積極的

に共有することで、全国の挑戦者や挑戦校を増やすことができ、結果的に公教育のアップデートに資

することができる。 

  

２．実践 

（１）未来の授業 教科共創探究オンラインイベントの開催 

研究開発計画３で説明した「地域未来探究」の取り組みを題材にし、島内外の教育関係者と学び合

う機会とするオンラインイベントを 11月 2日に開催した。当日は県内外から約５０名の参加者とと

もに、探究的な授業の実施について議論を深めた。本校の取り組み事例の発表の後、参加者からは 

・地域（社会）と学校の連携をいかに進めるか。 

・地域を題材にした教科授業をどのようにつくっていくのか。 

・探究の時間や教科の授業、課外活動などの学びをどのように接続していくのか。 

・学校一丸で探究を行う雰囲気をどうつくるか。 

・教科横断の授業を組み立てるアイデアの生み出し方のヒントが知りたい。 

・「探究的な」とはそもそもどういうことで、どんな要素があれば探究的になるのか。 

・生徒の「やらされ感」の払拭。 

・教員の探究とはどんなもので、研究とは何が違うのか。 

といった質問やコメントが寄せられ、教員同士が所属を超えて学び合う良い機会となった。 

 

 

（２）探究学習成果発表会、探究学習授業公開の開催（予定） 

生徒たちの１年間の学びを共有し、振り返る場として、「探究学習成果発表会」を３月１４日に以

下の内容で実施予定。 

 

オンラインイベント告知 

 

オンラインイベントの一場面 



 31 

①実施目的 

地域の未来を見据えて、理想の探究のあり方を考える 

・発表者が、探究学習の発表を通じて成果と今後に向けての課題を見出す 

・生徒一人ひとりが、今後の探究学習における到達イメージを高める 

・生徒 1人ひとりが、今後の探究学習に生かしたい気づきや学びを見出す 

・地域の方々に、高校の探究学習の取り組みを知っていただく 

 

②内容及び時程 

時程 内容 備考 

8:45- 8:50 開会挨拶  

8:50- 9:00 導入 
目的、グランドルール確認 
コメンテーター紹介 

9:00-10:00 
生徒の全体発表 
15分（8分発表/7分質疑）×3組 

発表ごとにコメンテーターより 
コメント 

10:00-10:10 感想共有  

10:10-10:15 休憩  

10:15-10:55 
大人の全体発表 
15分（8分発表/7分質疑）×2組 

発表ごとにコメンテーターより 
コメント 

10:55-11:05 講評  

11:05-11:25 休憩・移動 設営変更のため、20分とる 

11:25-12:25 
ポスターセッション 
16 展開 ×15 分×3 回（10 分発表×5 分質
疑） 

1年 2年発表と、小学生発表 

12:25-12:35 感想共有＆コメンテーター講評 会場ごとに実施 

12:35-13:30 昼休憩  

13:30-15:00 共創ワークショップ 

グループ活動を基本とし、各グループ
が選んだ問いについてディスカッション
する。 
※問いの例 
・夢探究がもっとこうだったらいいな 
・高校生が地域の人と共創してみたい
こと 
・10年後の自分と島前の関係 
・グローバルにみた島前 
 
ゴールの問い（仮） 
地域の未来と高校生の探究 

15:00-15:05 閉会挨拶  
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③ コメンテーター（予定） 

・藤井千春 氏（早稲田大学教授 / 地域との協働による高等学校教育改革推進事業委員長） 

・宮本浩治 氏（岡山大学大学院教育学研究科 准教授） 

・市川 力 氏（地域との協働による高等学校教育改革推進事業委員） 

・松浦道仁 氏（魅力化推進協議会 会員） 

 

また、教科（科目）横断的授業を中心とした、「地域未来探究」の取組成果校外に開き、授業デ

ザイン・実践に関する教員の学びの場として、「探究学習授業公開」を３月１５日に実施予定。 
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研究開発に係る評価 

 

１．生徒および教職員含む大人へのアンケート調査 

研究開発における検証・評価については、島根県と協働で開発した「地域・社会に開かれた教育を

実現するため」の調査である「高校魅力化評価システム」を活用する。今年度は１回目調査として「①

学習活動（明示的なカリキュラム）」、「②学習環境（学びの土壌：非明示的なカリキュラム）」、

「③生徒の自己認識（資質・能力の主観的認識）」、「④生徒の行動実績（資質・能力の発揮）」に

関して６月に、第２回調査として「③生徒の自己認識（資質・能力の主観的認識）」、「④生徒の行

動実績（資質・能力の発揮）」に関して、調査対象を生徒に限定し、３年生は１２月に、１・２年生

は２月に実施した。 

（１）１回目調査結果の概略 ※関連資料は p.38～42 

  主体性 協働性 探究性 社会性 

高校としての 

活動指標 

③生徒の自己認識 
R2年度 64.6 % 78.0 % 63.1 % 69.0 % 

R3年度 69.2 % 79.6 % 65.5 % 73.7 % 

④行動実績 
R2年度 76.4 % 75.0 % 67.5 % 69.2 % 

R3年度 78.8 % 79.9 % 69.8 % 70.7 % 

「③生徒の自己認識」については、すべての項目で 72％以上となること目指していたが、「協働性」

と「社会性」では上回ったものの、「主体性」と「探究性」では目標に及ばなかった。 

「協働性」の個別項目を見てみると、「自分とは異なる意見や価値を尊重することができる（90.6%）」

や「相手の意見を丁寧に聞くことができる（92.8%）」で高い数値が出た。探究活動の中で他者の意見

に耳を傾けながら異なる意見を尊重する活動の成果が出たものと考える。 

数値が 70％に到達しなかった「主体性」や「探究性」の個別項目を見てみると、「自分にはよいとこ

ろがあると思う（82.7%）」、「現状を分析し、目的や課題を明らかにすることができる（72.7%）」、

「うまくいくか分からないことにも意欲的に取り組む（76.7%）」など目標を超えた項目もあったが、

「私は自分自身に満足している（54.7%）」という結果から、自分の能力を十分に活かすことができて

いないと感じる生徒が多いものと推測する。 

「社会性」に関わる自己認識は県内他校に比べて肯定的回答割合が高く、校内でも特に１年生の肯

定的回答割合が高い。グローカル意識を聞く項目の中でも「地域の課題と世界の課題は関連している

と思う（91.2%）」、「将来、見知らぬ土地でチャレンジしてみたい（91.2%）」といった高いスコアか

ら、本校の取り組みの成果が生徒の期待値として現れているものと考える。 

「④生徒の行動実績」については、全ての項目で 80％以上となることを目指していたが、昨年度同

様、全ての項目で目標を上回ることができなかった。特に「探究性」については数値が低く出ており、

中でも「公式やきまりを習う時、その根拠を自分で考えたり調べたりした（65.5%）」と課題を残した。

その一方で、「授業でわからないことを、自分から質問したり、分かる人に聞いた（80.6%）」、「自
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分の考えについて、様々な人に意見やアドバイスを求めた（81.3%）」、「先生、保護者以外の地域の

大人と、なにげない会話を交わした（85.6%）」となっており、他者と関わりながら探究性を深めてい

くことができる一方で、「なぜ」と問を立てながら、確かな根拠を基に論理的に批判的・論理的にじ

っくり考える力に課題が残る。 

調査結果の傾向は昨年度と大きく変わらないが、「③生徒の自己認識」及び「④生徒の行動実績」

ともに「主体性」、「協働性」、「探究性」、「社会性」いずれのスコアも昨年度より上昇しており、

新型コロナウイルス感染症の影響で（オンライン以外で）グローバル要素を取り入れた事業を十分に

推進しにくい環境下においても工夫して取り組んだ成果が現れていると分析する。 

 

（２）１回目調査・２回目調査結果の比較 ※関連資料は p.43～44 

「③生徒の自己認識」については、「主体性に関わる自己認識」と「社会性に関わる自己認識」で

１・３年生のスコア低下がみられた。特に社会性の地域貢献意識に関する、「将来の國や地域の担い

手として、積極的に政策決定に関わりたい」のスコアが両学年とも大きく下がっている。「自己の取

り組み成果が地域の政策決定に直接反映されなかった」と言う事実から、こうした回答になったので

はないかと推測する。 

「④生徒の行動実績」については、概ね高い肯定的回答割合となった。特に２年生スコアの伸びが

顕著で、１回目調査で課題としていた、探究性に関わる行動（「授業で、なぜそうなるのかと疑問を

持って考えたり調べたりした」、「公式や決まりを習うとき、その根拠を自分で考えたり調べたりし

た」）結果が伸びたことは、探究的な学習を推進する本講の取組成果が現れたものと分析する。 

 

２．グローカル志向の指標 

下表は、公益財団法人日本英語検定協会主催の実用英語技能検定受検・合格状況をまとめたもので

ある。過去３年間を比較すると、技能検定へ挑戦する生徒数が増加しており、グローバル・コミュニ

ケーションへの関心の高まりがうかがえる。 

 

  

１回 ２回 ３回 合計 １回 ２回 ３回 合計 １回 ２回 ３回 合計

合格者 6 1 0 7 2 4 5 11 6 1 7

受検者 15 6 8 29 9 9 10 28 14 6 20

合格者 7 2 5 14 4 4 8 16 1 1 4 6

受検者 16 20 17 53 5 10 24 39 4 2 9 15

合格者 0 3 0 3 0 1 0 1 0 3 3

受検者 1 5 2 8 1 2 3 6 1 4 5

令和元年度

2級

準２級

３級

令和３年度 令和２年度
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運営指導委員会記録 

第１回 運営指導委員会 

（１）内容 

   日時： 令和３年７月７日（水） 15：30〜17：00 

   次第： １．開会行事 

         ① 隠岐島前高等学校校長挨拶 

② 委員紹介 

         ③ 事務連絡 

       ２．議事・協議 

          隠岐島前高等学校事業説明 

          ① 令和３年度研究開発の概要 

          ② 令和３年度研究計画 

         ③ 令和３年度実施状況 

         ④ その他     

       ３．閉会行事 

（２）運営指導委員からの主な指導・助言 

・事業効果の検証として、卒業生の追跡ができるとよい（何が役に立ったか、どういう事につながっ

たか、どんな事をしたかったか 等）。 

・教科（科目）横断型授業について、社会人は全ての知識や経験を総合して課題に取り組んでいる。

学校では様々な（教科・科目の）掛け算が期待できる。多様なものの見方・考え方が重要。 

・探究の目的は「共創（社会的な広がり、他者との協業）」にあると思う。 

 

第２回 運営指導委員会（予定） 

（１）内容 

   日時： 令和４年３月１５日（火） 13：30〜15：00 

   次第： １．開会行事 

         （１）隠岐島前高等学校校長挨拶 

         （２）事務連絡 

       ２．議事・協議 

         隠岐島前高等学校事業説明 

         （１）令和３年度実施状況 

         （２）令和４年度研究計画 

         （３）その他     

       ３．閉会行事 
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（１）構想概念図     
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（２）事業評価資料 

令和３年度 高校魅力化評価システム（６月実施）結果 
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令和３年度 高校魅力化評価システム 「③生徒の自己認識」「④生徒の行動実績」結果比較 
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（３）第２学年海外研修代替国内研修生徒発表資料 
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